





















　小野（2007：85-86）は事象構造としての達成事象に CAUSE タイプと PATH タイプの 2 種類があ
るとし，以下のような説明を与えたうえで例（1）の 2 つの解釈をそれぞれのタイプの達成事象と結
びつけた．
　　（2）a  CAUSE タイプの達成事象
　　　　　◦達成事象の基本的な事象構造
　　　　　◦使役構造「原因事象（P（e1））CAUSE　結果事象（Q（e2））」をもつ
　　　　　　　　John broke the vase. →「P（e1, john, vase）CAUSE　Q（e2, vase）」
　　　　　◦事象の到達点（culmination）は動詞の語彙的な意味に内在
　　　　b  PATH タイプの達成事象
　　　　　◦ John ran to the store.
　　　　　　　2 つの事象（run（e1, john）と go-to（e2, john, store））が同時展開的に進行
　　　　　◦着点句が動詞の事象をアスペクト限定（delimit）して完結性（telicity）を決定
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　しかしこの小野（2007）の説明と（1）を比較してみると，「PATH 解釈として挙げられている解






















　　（3）a 演奏会が始まるまであと 5 分だ／ 5 分を切った．
　　　　b 穴に落ちるまであと 3m だ．
　　　　c「よし、買ってやろう！」となるまでもうひと息だ．
2. 2　マデ節の種類とそれぞれの性質




















































































　　　　  b 指先が真っ赤になるまでじっと押しつづけた．
　　　　  c 満腹になるまで／おなかが痛くなるまで／冷蔵庫が空っぽになるまで食べた．








































　　  　　　　 でたらめな順序で交換している場合　　　　　　　　（時間マデ節）
　　（16） a 警察が来るまで辛抱した．　　　　　　（時間マデ節）





　　　　  b 義務教育を終え，就職し，ひとり立ちするまで育て（あげ）る．
　　（18） a 赤ちゃんが眠るまで踊った．　（時間マデ）
　　　　  b 赤ちゃんが眠るまで歌った．
　　　　  c 気分が晴れるまで会わなかった．
　　（19） a 電源ランプが点灯するまで長押ししてください．
　　　　  b 闇が自然に感じられるまで／目が真っ赤になるまで目を閉じた．








　　　　  b 空腹で倒れそうになるまで働いた．






















































　　　　  b 完全に中の様子が見えるまで澄んだ．
　　　　  c 元の形がわからなくなるまで溶けた．
　　　　  d ひとりで 100m 先の人形をとって来られるまで調教した 22）．






　　　　  b お腹がいっぱいになるまでごはんを食べた．





   　（24） a 出入禁止になるまで迷惑をかけつづけた．
　　　　  b 彼は死ぬまでたばこを吸った．　　　（小野 2007：91）






















　　　　  b 本の綴じ紐が三度も切れるまで（何度も）読んだ．















　　　　  b 腰が痛くなるまで屈む．
　　　　  c 疲れが完全にとれるまで（深く）眠る．
　　　　  d ＃順番が回ってくるまでそこに座った．　　 （時間マデ）
　　（30） a 全員が着席するまでクラシック音楽を流す．（時間マデ）







　　　　  b 病気になってしまうまで無視をした．　　　　（時間／程度解釈）













　　　　  b （中の）プラスチックが溶けるくらいまで温度を上げた．
　　　　  c ?? プラスチックが溶けるまで一気に温度を上げた．
　　　　  d プラスチックが溶けるくらいまで一気に温度を上げた．
　　（34） a 前が見えるようになるまで髪を切った．
　　　　  b 前が見えるようになるくらいまで髪を切った．
　　　　  c 前が見えるようになるまで｛＊一気に／ OK 少しずつ｝髪を切った．





















　　　　  b 人が通れるくらいまでドアを開けた／ドアが開いた．
　ここで興味深いのは次の対比である．
　　（37） a ？＊小学生がひとりで持てるまで，カバンを軽くした．
　　　　  b 小学生がひとりで持てるくらいまで，カバンを軽くした．













　　　　  b 発病まではたらいた．　　　　　　　　　　　（時間解釈のみ）
　　（39） a ｛授業終了まで／授業が終了するまで｝　おしっこをがまんした．　　（時間タイプ）














　　（40） a 私は空腹を軽く満たすまで口にしたが，あいつは歩けなくなるまで食べた． 
　　　　  b 少なくとも／とりあえずリンゴに見えるまで（は）赤く塗ってください．
 　また他の特徴として，増分マデ節に意志的な主体による行為事象がくることは難しい場合があるよ
うだ 31）（cf. 小西 2018）．
　　（41） a 彼が新聞を読むまで脅した．



























































 4） Kennedy and McNally （2005：351） では，形容詞のもつスケールは 3 つの重要なパラメタ（a 


















  Incremental relations
  　 Let e1 be an activity, e2 be a BECOME event, and C(e2) be an incremental chain defined on e2.
  　INCR(e1,e2,C(e2)) (e1 is incrementally related to e2 with respect to the chain C(e2)) iff:
  　　　 there is a contextually available one-one function μ from C(e2) onto PART(e1) (the set 
of parts of e1) such that:
  　　　　for every e ∈ C(e2):τ(e)=τ(μ(e)).
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   上の定義で用いられている incremental chain C(e) の定義は以下のとおりである（Rothstein 
2004：107）．
  Incremental chain:
  　Let e be a BECOME event.
  　An incremental chain C(e) is a set of parts of e such that:
  　　1. the smallest event in C(e) is the initial bound of e
  　　2. for every e1, e2 in C(e) e1 ⊑ e2 or e2 ⊑ e1






















いて，有限の 1 次元経路の終点にいるという状態が 1 次元事態軸（＝事象軸）の限界点となり，
また時間軸（1 次元）とも対応してその時点が終点となる）関係を「構造保持束縛（structure 
preserving binding）関係」とよび，それをもとに事象を表示する構造保持理論を提唱した．
 13） ただし「気温が上がる」を持続事象と解釈し，「午後 3 時まで気温 25℃の状態が続いた」とい
う事態を表す文であると解釈すれば容認可能である．
























 19） また同様に英語の a lot に対しても「副詞としての a lot は継続活動としての ACT（ないし
ACT の繰り返し）の分量を表現するものと見なすことができる」（影山 1996： 74）と述べている．











れる行為を表す wash と clean を比較し，その目標が達成されることが含意される clean におい
てはそれを外延演算子と定義された形式役割（FORMAL ROLE）に，またその目標が達成され
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Incremental Type of made-clauses in Modern Japanese
KONISHI Masato
Abstract:  In Modern Japanese, sentence (1) has two meanings depending on the type of interpretation of the 
made-clauses (Ono 2007).
      (1) Kare  wa    sinu-made   tabako-o       sut-ta.
            he   TOP  die -made   cigarette-ACC  smoke-PST
                interpretation 1: He died because of too much smoking.
                interpretation 2: He continued to smoke until he died.
Based on Konishi (2018), I first defined “time-type” made-clauses, which roughly mean until in English 
(interpretation 2), and “degree-type,” which roughly mean to the extent. Then, I further classified the latter into 
two types; the “extreme-type,” which picks up the extreme example (as even in English, e. g. As the meeting 
was so important, even the principal attended.), and the “incremental-type,” which approximately corresponds 
with interpretation 1 above and is the topic of this paper. In the incremental-type, the event described in the 
made-clause delimits the change-of-state event by pointing the value on the degree scale defined by the change-
of-state event, and then the change-of-state event and the event described in the main clause are related through 
the incremental relation. Next I illustrated how these three types of made-clauses are unified: with time axis 
(time-type), only with degree scale (extreme-type), and both by “structure preserving binding” (incremental-type, 
cf. Jackendoff 1996). After a brief look at the characters and the borders of these three types, I focused on the 
incremental type and examined the characteristic properties of incremental made-sentences from the incremental 
scales and of the main verbs in the main clauses respectively. Furthermore, I pointed out that the events which 
are described in the incremental made-clause to indicate the degree on the scale must actually take place (except 
hyperbolic expressions), and explained distributional conditions of this type based on this property.
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